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７、第６学年の取り組み 

 

（１）算数チャレンジの取り組み 

時   期 内    容 

1学期始め頃 

（算数のオリエンテーションの時） 

・算数チャレンジの目的と方法を伝える。 

・宿題として算数チャレンジに取り組ませる。 

1学期の中頃、終わり頃 ・教科書に書きこみをしている児童、自主学習ノートに行って

いる児童を全体に知らせる。 

2学期の始め頃 ・算数チャレンジの目的と方法を再確認する。 

2学期の中頃以降 ・算数チャレンジを前提とした授業スタイルを確立させてい

く。 

・授業の前半部分は確認しながら短時間で進め、適用問題に取

り組む時間を確保していく。 

1,2学期を通して ・書きこみをしている児童の教科書や、自主学習ノートに算数

チャレンジをしている児童のノートを学級通信にて児童や

保護者に広報する。 

 

（２）算数チャレンジに取り組んだ成果（◎）と今後の課題（●） 

◎授業での題意をつかむ時間が短縮され、進度を速めることができた。その結果、多様な考えを交流す

る時間や、適用問題にじっくり取り組む時間を確保することができた。 

◎算数アンケートでは、「算数チャレンジのいいところ」として、「学習の見通しがもてる」「授業で問

題がたくさん解ける」と答えた児童の割合が高かった。予習をしてみて、自分が分かったところとよ

く分からなかったところが明らかになることで、授業中に見通しをもって取り組むことができ、理解

度も高まってきていることがうかがえる。 

●算数チャレンジで概ね理解できた児童にとっては、授業の進度が遅いと感じていることも少なくな

い。理解できた児童に説明をさせたり、理解できていない児童のサポートをさせたりすることも、段

階的に考えていく必要がある。 

●家庭学習で算数チャレンジに取り組んでいる児童とそうでない児童の差をいかに埋めていくかが課

題である。 

 

（３）目指す児童の姿として参考となる資料 

  ６年生では、算数チャレンジを①教科書を読んでくる→②分かる箇所は教科書に書きこむ→③自主

学習ノートに問題や解答を書いたり、大事な点をまとめたりする、という３ステップで進めていくよう

にした。１学期に３ステップの取り組みの様子を学級通信等で共有したことで、２学期からは自主学習

ノートに書く児童も増え、内容も自分が理解できるような工夫も見られた。以下に児童のノートを紹介

する。 
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【算数チャレンジをした自学ノート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１：教科書の問題や表、解き方等を写し、分かるところは解いてきている。 

資料２：大事な言葉を穴埋め問題にし、これから学習するキーワードや公式、言葉等を分かりやすくまと

めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３：めあて→問題→自力解決→まとめ→適用問題→振り返りと、次の授業の進度通りにノートに書き

こんでいる。 

 

資料１ 資料２ 

資料３ 

 


